
10月29日開催のＪＡ宗谷南女性部
「経営・生活・創意工夫展」の作品



11
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
第
29
回
Ｊ
Ａ
北

海
道
大
会
に
当
農
協
役
員
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
Ｊ
Ａ
、
中
央
会
連
合
会
の
役
職
員
、
Ｊ
Ａ

青
年
部
組
織
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
組
織
の
部
員
ら
２
４
０
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

基
本
目
標
で
あ
る
農
業
所
得
増
大
や
、
サ
ポ
ー

タ
ー
づ
く
り
に
加
え
、
新
た
に
「
時
代
に
即
し
た
協

同
組
合
の
価
値
創
造
」
を
含
む
議
案
を
決
議
し
、
メ

イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
、
北
海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
創

る
「
力
強
い
農
業
」
と
「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」
の

実
現
を
目
指
す
事
を
誓
っ
た
。
又
、
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
の
復
興
・
復
旧
と
持
続
可

能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
に
向
け
て
の
特
別
決
議
も

採
択
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。
尚
、
先
日
お
配
り
し
ま

し
た
の
は
、
こ
の
大
会
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
な
り
ま

す
の
で
是
非
ご
高
覧
下
さ
い
。

翌
日
、
一
行
は
農
協
役
員
研
修
と
い
う
事
で
、
福

岡
県
福
岡
市
に
あ
る
、
ホ
ク
レ
ン
福
岡
支
店
を
訪
問

し
九
州
の
農
業
・
経
済
状
況
に
つ
い
て
、
宗
像
支
店
長
、

尾
崎
業
務
課
長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
な
ど
を
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
福
岡
支
店
は
、
２
課
７
業
種
に

組
織
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
１
業
種
に
生
乳
製
品
化
・

家
庭
用
・
業
務
用
乳
製
品
販
売
が
有
り
、
全
農
、
商

社
、
食
品
問
屋
な
ど
を
通
じ
て
市
販
用
と
業
務
用
の

ブ
ラ
ン
ド
乳
製
品
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
取
扱
い

に
つ
き
ま
し
て
は
家
庭
用
１
割
、
業
務
用
９
割
で
、
特

に
業
務
用
の
バ
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
海
道
よ
つ

葉
乳
業
㈱
の
バ
タ
ー
が
占
め
て
い
る
と
い
う
事
で
し

た
。九

州
の
経
済
規
模
は
古
く
か
ら
「
10
％
経
済
圏
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
別
面
積
構
成
比
、

又
、
枠
内
総
生
産
額
の
全
国
比
率
な
ど
、
経
済
分
野

に
至
る
ま
で
全
国
の
10
％
内
外
の
シ
ェ
ア
を
有
し
て

い
る
と
の
事
で
し
た
。

翌
日
は
、
高
知
県
安
芸
郡
Ｊ
Ａ
馬
路
村
を
訪
問
し

ま
し
た
。
馬
路
村
は
高
知
県
35
市
町
村
で
人
口
が

2
番
目
（
７
８
０
人
）
に
少
な
い
村
で
、
村
民
の
自
立

意
識
が
高
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
古
く
か
ら
林
業
で

栄
え
た
と
こ
ろ
で
、
建
設
材
や
工
芸
品
の
製
造
・
販

売
を
行
い
、
営
林
署
が
２
カ
所
も
あ
っ
た
様
で
し
た

が
、
外
国
産
の
安
価
な
建
設
材
な
ど
の
輸
入
が
始
ま

り
、
次
第
に
林
業
が
衰
退
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
馬
路
村

は
、
近
隣
の
農
業
協
同
組
合
が
合
併
す
る
中
、
単
独

で
の
生
き
残
り
を
図
り
、
馬
路
村
の
製
品
で
あ
る
事

を
前
面
に
出
し
て
村
全
体
を
売
る
、
「
ゆ
ず
加
工
品
」

の
全
国
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
ま
し
た
。
昭
和
40
年

代
頃
に
「ゆ
ず
」
の
栽
培
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た

が
、
当
時
の
馬
路
村
の
「
ゆ
ず
」
は
無
骨
な
形
で
見
栄

え
が
悪
く
、
青
果
と
し
て
の
販
売
は
低
迷
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
昭
和
50
年
に
「
ゆ
ず
」
の
果
汁
を
利
用
し

た
加
工
品
と
し
て
「
ゆ
ず
酢
」
や
「
ゆ
ず
ジ
ャ
ム
」
、
「
ゆ

ず
味
噌
」な
ど
を
生
産
し
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど

を
利
用
し
除
々
に
販
路
を
広
め
ま
し
た
。
現
在
の
主

力
商
品
の
一
つ
で
も
あ
る
濃
縮
ジ
ュ
ー
ス
「
ご
っ
く
ん

馬
路
村
」
は
人
気
商
品
と
し
て
全
国
的
に
定
着
し
て

い
ま
す
。
現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
が
中

心
と
な
り
、
近
年
の
売
上
高
は
30
億
円
を
突
破
し
て

お
り
又
、
「
ゆ
ず
」
の
加
工
時
に
発
生
す
る
皮
な
ど
の

残
渣
は
お
が
屑
と
混
ぜ
て
発
酵
さ
せ
、
「
ゆ
ず
」
の

木
々
の
肥
料
と
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
役
員
研
修
は
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
大

会
の
参
加
、
ホ
ク
レ
ン
福
岡
支
店
、
Ｊ
Ａ
馬
路
村
を
訪

問
し
、
17
日
に
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

ＪＡ馬路村のゆず受入業務 ホクレン福岡支店による概要説明



12
月
６
日
～
７
日
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て

全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
道
各

地
の
盟
友
と
関
係
者
約
８
３
０
名
が
参
加
し
、
当

青
年
部
か
ら
は
、
松
田
部
長
を
始
め
６
名
の
盟

友
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
テ
ー
マ
「Excitin
g
In
n
o
vatio

n

農
力
全

開
！
」
と
し
、
１
日
目
は
、
全
道
Ｊ
Ａ
青
年
の
主

張
大
会
・
全
道
Ｊ
Ａ
青
年
部
活
動
実
績
発
表
大

会
・
分
科
会
・
懇
親
会
（
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大

会
・
純
農
Ｂ
Ｏ
Ｙ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
）
、
２
日
目
は
、

１
分
間
Ｃ
Ｍ
・
基
調
講
演
（
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

小
谷
あ
ゆ
み
氏
）
・
若
手
農
業
者
へ
の
メ
ッ
セ

ジ
ー
（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
森
結
有
花
氏
）
・
農

村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
体
懇
親
会
で
は
、
北
海
道
農
業
協
同
組
合

中
央
会

飛
田
会
長
が
、
会
場
に
駆
け
つ
け
、
青

年
部
の
方
々
に
「
こ
れ
か
ら
の
将
来
を
担
う
担
い

手
と
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、

最
後
に
は
自
慢
の
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。

１
分
間
Ｃ
Ｍ
と
農
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
例
発
表

を
当
青
年
部
が
担
当
し
、
１
分
間
Ｃ
Ｍ
で
は
、

「
食
育
を
子
供
た
ち
と
共
に
」
と
題
し
動
画
を
作

成
し
、
全
道
大
会
の
舞
台
で
上
映
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
上
位
10
作
品
に
は
届
か
ず
、
何
と
も

悔
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

農
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
例
発
表
で
は
、
平
成
28

年
11
月
に
本
幌
別
地
区
関
口
牧
場
で
実
施
し
た

農
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い
て
、
実
際
に
教
職
員

を
受
け
入
れ
た
関
口
真
也
さ
ん
が
発
表
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
た
時
の
感
想
や
、

自
分
た
ち
が
考
え
て
い
る
以
上
に
先
生
の
農
業

に
対
し
て
興
味
・
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
、
体
験
し

た
先
生
が
い
る
小
学
校
か
ら
酪
農
体
験
授
業
の

依
頼
が
あ
り
、
小
学
生
に
対
し
て
の
食
育
活
動

が
展
開
で
き
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

関
口
さ
ん
は
、
発
表
の
最
後
に
「
教
育
の
現
場
に

農
業
に
対
す
る
理
解
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」

と
語
り
、
発
表
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。農村ホームステイ事例発表をする関口理事

会場で歌を披露するＪＡ北海道中央会飛田会長

10
月
29
日
、
毎
年
恒
例
の
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
女

性
部
「
経
営
・
生
活
・
創
意
工
夫
展
」
が
開
催

さ
れ
、
部
員
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
来

賓
に
は
、
農
協
よ
り
、
向
井
地
組
合
長
・
西

澤
営
農
部
長
、
宗
谷
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
よ
り
江
田
次
長
に
ご
臨
席
し
て
頂
き

ま
し
た
。

始
め
に
、
奥
出
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
向

井
地
組
合
長
よ
り
来
賓
の
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。

出
展
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
陶
芸

や
色
と
り
ど
り
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
な
ど
女
性

部
の
皆
様
の
丹
精
の
こ
も
っ
た
作
品
の
鑑

賞
・
試
食
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
食
に
は
奥
出
部
長
が
作
っ
た
豚

汁
を
参
加
者
全
員
に
振
る
舞
い
、
5
月
に

行
わ
れ
た
視
察
旅
行
の
話
な
ど
に
華
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

コクワジャム おはぎ

ハーバリウム

開会の挨拶をする奥出女性部長



10
月
24
日
～
25
日
、
枝
幸
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
６
名
が
富
良
野
市
で
酪
農
経
営

を
行
っ
て
い
る
奥
牧
場
と
恵
庭
市
に
あ
る
農
機
具
メ
ー
カ
ー
の
㈱
コ
ー
ン

ズ
・エ
ー
ジ
ー
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

24
日
に
視
察
し
た
奥
牧
場
で
は
、
一
頭
当
た
り
約
１
４
，
０
０
０
㎏
の
高

泌
乳
牛
群
で
、
乳
牛
の
能
力
向
上
と
乳
質
改
善
を
目
指
し
、
良
質
粗
飼
料

確
保
に
よ
る
経
営
の
規
模
拡
大
と
コ
ス
ト
低
減
に
努
め
て
お
り
、
牛
舎
の
特

徴
と
し
て
光
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
採
用
し
、
と
て
も
明
る
い
牛
舎
構
造
で
し
た
。

ま
た
、
１
０
０
頭
繋
ぎ
の
牛
舎
で
は
18
年
も
前
か
ら
ト
ン
ネ
ル
換
気
や
連
続

水
槽
な
ど
を
導
入
し
て
お
り
、
乳
牛
の
ス
ト
レ
ス
解
消
と
生
産
性
向
上
に

力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

搾
乳
牛
の
飼
料
給
与
メ
ニ
ュ
ー
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
で
45
㎏
採
食
出
来
る
よ
う
設

定
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
か
11
時
に
視
察
に
伺
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
乳

房
が
張
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

翌
25
日
は
、
㈱
コ
ー
ン
ズ
・
エ
ー
ジ
ー
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
会
社
の
概

要
と
最
先
端
酪
農
機
械
の
説
明
を
受
け
た
後
、
２
６
０
馬
力
の
大
型
ト
ラ

ク
タ
ー
や
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
見
学
し
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
将
来
の
自
分
達
が
経
営
主
に
な
っ
た
時
の
経
営

方
針
な
ど
部
員
同
士
で
夢
を
話
合
い
な
が
ら
、
視
察
研
修
を
終
え
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

11
月
12
日
、
音
標
小
学
校
で
地
域
の
産
業
（
酪
農
）
に
つ

い
て
調
べ
た
事
の
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。
青
年
部
と
し
て

も
、
昨
年
実
施
し
た
酪
農
体
験
授
業
か
ら
同
小
学
校
に
対

し
て
食
育
活
動
を
実
施
し
た
関
係
も
あ
り
、
発
表
会
に
松

田
部
長
を
始
め
当
青
年
部
か
ら
９
名
と
、
Ｊ
Ａ
宗
青
協
の

十
倉
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
供
達
そ
れ
ぞ
れ
が
酪
農
業
を
調
べ
上
げ
、
分
か
っ
た
こ

と
や
感
じ
た
事
を
発
表
し
ま
し
た
。
枝
幸
町
の
牛
乳
が
全

粉
乳
に
加
工
さ
れ
、
お
菓
子
に
な
り
消
費
者
へ
と
届
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
、
実
際
に
自
分
た
ち
で
全
粉
乳

を
作
り
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
ま
ぶ
し
た
も
の
を
集
ま
っ
た
青

年
部
員
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
を
受
け
て
、
Ｊ
Ａ
宗
青
協
十
倉
会
長
は
、

「
予
想
以
上
に
素
晴
ら
し
い
発
表
で
あ
り
、
将
来
農
業
に
携

わ
る
仕
事
に
つ
い
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

当
青
年
部
松
田
部
長
は
、
「
自
分
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
こ
と
が
子
供
達
に
と
っ
て
は
、
新
鮮
な
こ

と
で
あ
り
、
改
め
て
自
分
た
ち
の
農
業
に
対
し
て
自
信
が

芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

感謝のコメントをする松田部長（左）

奥牧場視察の様子



11
月
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
酪
農
研
修
生
宿
泊

施
設
が
乙
忠
部
の
㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

枝
幸
の
敷
地
内
に
完
成
し
ま
し
た
。
宿

泊
施
設
は
、
酪
農
研
修
生
２
組
が
使
用

で
き
、
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
が
備
え
付
け
の

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
完
成
し

た
宿
泊
施
設
と
担
い
手
セ
ン
タ
ー
で
酪

農
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

12
月
７
日
～
８
日
に
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
農
協
懇
談
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

組
合
長
の
挨
拶
で
は
、
懇
談
会
が
こ
の
時
期
ま
で

遅
れ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
、
近
況
の
農
政

状
況
や
、
農
業
情
勢
、
９
月
６
日
の
胆
振
東
部
地
震

に
お
け
る
北
海
道
全
地
区
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
り
、

当
農
協
で
は
１
７
０
ｔ
も
送
集
乳
不
能
乳
量
が
あ
り
、

ホ
ク
レ
ン
で
生
乳
の
部
分
と
停
電
に
よ
る
Ａ
コ
ー
プ

の
損
失
部
分
を
補
て
ん
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。懇

談
会
の
議
題
に
つ
い
て
は
、
営
農
計
画
基
本
方

針
や
上
半
期
仮
決
算
状
況
、
最
近
の
酪
農
情
勢
に

つ
い
て
、
出
荷
乳
量
状
況
、
㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝

幸
フ
ァ
ー
ム
Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
の
日
量
が
１
１
０
０
０
㎏
、
牧

場
視
察
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
組
合
員
の
皆
様
か
ら
、
様
々

な
意
見
や
要
望
が
活
発
に
出
さ
れ
有
意
義
な
懇
談

会
と
な
り
、
今
後
も
皆
様
の
意
見
や
要
望
を
取
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
懇
談
会
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

懇
談
会
終
了
後
は
、
オ
ー
ド
ブ
ル
等
で
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
、
和
ん
だ
雰
囲
気
の
中
で
も
農
業
情
勢
等

の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
30
日
、
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー

に
て
就
農
研
修
生
向
け
の
座
学
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
座
学
研
修
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
年
４
～
５
回
行
わ
れ
て
お
り
、

就
農
研
修
生
の
他
、
若
手
酪
農
家
な

ど
も
参
加
し
専
門
的
な
知
識
の
習

得
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
就
農
研
修
生
、
若
手
酪

農
家
、
宗
谷
南
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用

組
合
の
職
員
等
17
名
が
出
席
し
、

「
協
同
組
合
に
つ
い
て
」
と
「
ク
ミ
カ
ン

制
度
に
つ
い
て
」
の
講
習
が
行
わ
れ
、

協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
向
井
地
組

合
長
が
講
師
を
務
め
協
同
組
合
を

取
り
巻
く
農
業
情
勢
と
連
合
会
の

役
割
や
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
の
機
構
図
な
ど

を
説
明
し
、
協
同
組
合
の
理
念
や
地

域
と
の
協
調
性
の
大
事
さ
、
正
組
合

員
に
な
ら
れ
た
時
の
心
構
え
な
ど

を
教
え
ま
し
た
。

ク
ミ
カ
ン
制
度
に
つ
い
て
は
、
宗
谷

南
農
協
営
農
部
営
農
課
の
村
田
営

農
係
よ
り
説
明
が
あ
り
、
組
合
員
勘

定
制
度
の
歴
史
か
ら
、
ク
ミ
カ
ン
運

用
に
必
要
な
「
営
農
計
画
書
」
の
作

成
方
法
を
教
え
ま
し
た
。

特
に
ク
ミ
カ
ン
制
度
の
利
用
は
、

農
協
理
念
そ
の
も
の
で
、
営
農
計
画

書
は
、
農
協
事
業
計
画
に
使
わ
れ
、

ク
ミ
カ
ン
の
デ
ー
タ
計
数
管
理
の
他
、

組
合
員
に
と
っ
て
経
営
分
析
や
税
務

申
告
に
も
使
え
る
の
で
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
の
よ
う
な
相
互
扶

助
の
関
係
性
も
あ
る
が
、
過
去
の
ク

ミ
カ
ン
運
用
の
悪
い
例
を
紹
介
し
な

が
ら
、
不
適
切
な
ク
ミ
カ
ン
運
用
方

法
は
組
合
員
と
農
協
経
営
に
大
き

な
損
失
を
も
た
ら
す
事
を
伝
え
ま

し
た
。

研
修
生
の
皆
様
に
は
、
こ
の
研
修

会
を
通
じ
酪
農
に
関
す
る
技
術
知

識
と
経
営
感
覚
を
少
し
で
も
身
に

付
け
て
も
ら
え
る
よ
う
今
後
も
継

続
し
て
い
き
ま
す
。



今
年
の
本
誌
10
月
号
の
枝
幸
町
新
規
就

農
誘
致
促
進
セ
ミ
ナ
ー
の
記
事
で
紹
介
し

ま
し
た
、
廣
山
辰
徳
さ
ん
と
妻
の
智
尋
さ

ん
が
12
月
17
日
枝
幸
町
山
臼
へ
移
住
さ
れ

ま
し
た
。

廣
山
夫
妻
は
、
帯
広
市
清
川
町
で
酪
農

経
営
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
広
大
な
土

地
に
魅
せ
ら
れ
枝
幸
町
へ
の
移
住
を
決
意

し
、
当
日
Ｊ
Ａ
帯
広
川
西
の
有
塚
組
合
長
始

め
Ｊ
Ａ
職
員
等
６
名
が
同
行
の
中
、
（
有
）
ヤ

マ
ウ
ス
フ
ァ
ー
ム
に
到
着
し
、
こ
れ
か
ら
こ

こ
で
酪
農
経
営
を
行
う
牛
の
状
態
や
牛
舎

等
を
確
認
し
、
有
塚
組
合
長
は
、
廣
山
さ

ん
に
激
励
を
送
り
別
れ
を
惜
し
ん
で
Ｊ
Ａ

帯
広
川
西
へ
と
帰
り
ま
し
た
。

今
後
廣
山
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
現
ヤ
マ
ウ

ス
フ
ァ
ー
ム
代
表
の
坂
本
さ
ん
や
従
業
員
の

方
々
か
ら
、
ヤ
マ
ウ
ス
フ
ァ
ー
ム
の
特
徴
な

ど
を
学
び
が
ら
一
緒
に
働
き
、
来
年
７
月

頃
を
目
途
に
経
営
を
移
行
す
る
予
定
で
す
。

廣
山
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

帯
広
市
と
は
環
境
が
異
な
る
の
で
、
毎
日

手
探
り
で
す
が
、
一
日
で
も
早
く
枝
幸
町

民
と
し
て
、
そ
し
て
枝
幸
町
の
酪
農
家
と
し

て
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

11
月
26
日
、
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
監
理
団
体
で
あ
る
、

東

亜
人
材
北
見
主
催
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
幸
林
に
て
枝
幸
・
浜
頓

別
・雄
武
地
域
の
ベ
ト
ナ
ム
技
能
実
習
生
が
集
い
、
昼
食
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
猿
払
村
か
ら
雄
武
町
ま
で
の
地
域
の
ベ
ト
ナ
ム

技
能
実
習
生
11
名
が
参
加
し
、
う
ち
枝
幸
町
か
ら
は
大
塚
牧
場

か
ら
２
名
と
㈱
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
か
ら
４
名
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
地
域
で
技
能
実
習
生
が
集
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
交
流
会
を

開
催
す
る
の
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
、
枝
幸
の
味
覚
を
味
わ
い
な

が
ら
、
日
本
で
体
験
し
た
こ
と
、
経
験
な
ど
を
語
り
合
い
、
会
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
出
て

き
た
番
号
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。



Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝

え
し
ま
す
。

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

【
北
大
と
の
連
携
協
定
を
締
結
】

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
北
海
道
大
学
は
、
食
と
農

を
中
心
と
す
る
幅
広
い
分
野
の
科
学
技
術
・
学
術
及
び

産
業
の
振
興
、
教
育
の
発
展
を
目
的
と
し
た
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る

べ
く
、
北
海
道
大
学
と
共
に
、
先
端
技
術
を
活
用
し
た

農
業
生
産
、
道
産
農
畜
産
物
の
価
値
創
出
、
地
域

社
会
づ
く
り
や
人
材
育
成

な
ど
の
面
で
連
携
・
協
力

関
係
を
築
き
な
が
ら｢

力

強
い
農
業｣

と｢

豊
か
な
魅

力
あ
る
農
村｣

の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
家
族
や
周
囲
の
人
へ
伝
え
た

い
こ
と
を
書
き
残
す
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
セ
ミ

ナ
ー
を
初
開
催
し
ま
し
た
。
（
１
０
月
・
札
幌
市
）

行
政
書
士
の
山
根
氏
が
相
続
・
遺
言
の
仕
組
み
等
を

解
説
後
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
遺
言
書
を
作
る
準
備

に
も
な
る
」
と
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「
い

ま
か
ら
帳
」
の
書
き
方
を
紹
介
し
活
用

を
呼
び
か
け
、
「
大
変
参
考
に
な
っ
た
」

等
、
参
加
者
に
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し

た
。ホ

ク
レ
ン

北
海
道
の
味
覚
を
一
堂

に
集
め
た
毎
年
恒
例
秋
の

イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
７
第

４
６
回
ホ
ク
レ
ン
大
収
穫
祭
」
を
札
幌
三
越
本
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
の
方
の
営
農
へ
の
こ
だ
わ

り
を
消
費
者
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
消
費

者
の
方
が
ど
ん
な
こ
と
を
生
産
者
に
望
ん
で
い
る
か

を
知
り
あ
う
場
と
し
て
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
食
と
農

の
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
催
。
Ｊ
Ａ
道
青
協
、
Ｊ
Ａ

道
女
性
協
の
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
も
あ
り
、
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況
で
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生
命
と

健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま

い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
年
３
回
発
行
し
て

お
り
、
様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を
発
信
し
て
お
り

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

１
０
月
よ
り
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
組

合
員
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
共
済
の
ロ
ゴ

入
り
反
射
材
付
き
帽
子
５
万
個
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
夜
間
で
も
運
転
者
が
歩
行
者
を
視
認
し
や
す

く
す
る
こ
と
を
目
的
に
全
道
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
順
次

配
布
し
、
交
通
事
故
未
然
防
止
と
根
絶
を
呼
び
か

け
ま
す
。

今
後
も
組
合
員
や
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
地
域
貢
献
活
動

に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。



編
集
委
員

村
田

太

野
澤

隼
希

川
合

直
樹

滝
口

直
也

森
川

忠
幸

高
本

等

浦
谷

正
憲

10
月
23
日
～
26
日
で
、
農
業
用

廃
プ
ラ
の
回
収
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
回
収
量
は
、
約
93
ｔ
あ
り

ま
し
た
。
春
の
回
収
と
合
わ
せ
る

と
１
７
３
ｔ
に
な
り
ま
し
た
。

廃
プ
ラ
な
ど
は
産
業
廃
棄
物
で

あ
り
適
正
に
処
理
す
る
必
要
が
あ

り
、
ま
た
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
大

切
な
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
北
海

道
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
１
０
０
％
を

目
指
し
て
い
ま
す
の
で
「
分
け
れ
ば

資
源
、
ま
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
」
リ
サ
イ
ク

ル
で
循
環
型
社
会
を
目
指
す
た
め

今
後
も
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま

す
。
。

今
年
も
雪
の
季
節
と
な
り
、
毎

日
の
作
業
の
他
除
雪
作
業
が
加

わ
り
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
。
近
年
、
道
内
で
は
、

局
地
的
な
暴
風
雪
の
発
生
な
ど

厳
し
い
気
象
に
見
舞
わ
れ
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
集
乳
ロ
ー
リ
ー
の

運
行
に
支
障
が
生
じ
る
な
ど
の

影
響
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
畜
舎
や
Ｄ
型
ハ
ウ
ス
な
ど

の
施
設
に
お
い
て
は
、
積
雪
に
よ

る
全
壊
や
半
壊
な
ど
甚
大
な
被

害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
老
朽

化
し
て
い
る
施
設
に
限
ら
ず
、
こ

ま
め
に
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
行

う
な
ど
対
策
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
が
、
作
業
を
行
う
際
は
、
必
ず

家
族
な
ど
に
伝
え
て
か
ら
行
う
こ

と
や
、
で
き
れ
ば
二
人
以
上
で
作

業
す
る
な
ど
、
万
が
一
の
事
故
を

考
え
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
後
も
最
新
の
気
象
情
報
に
注

意
し
、
早
め
の
準
備
、
安
全
な
作

業
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
26
日
、
枝
幸
町
公
共
育

成
牧
場
の
退
牧
が
行
わ
れ
ま
し

た
。晴

天
の
中
、
町
内
若
手
酪
農

家
、
枝
幸
町
職
員
、
農
協
職
員

ら
の
協
力
の
下
、
入
牧
時
よ
り

も
１
０
０
㎏
以
上
増
体
し
た
育

成
牛
を
相
手
に
四
苦
八
苦
し
な

が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
、
自
分
の
牧
場
に
帰
る

牛
た
ち
は
お
よ
そ
２
７
０
頭
で
、

残
り
は
育
成
牧
場
と
雄
武
町
の

ア
グ
リ
牧
場
へ
継
続
し
て
預
け

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。


